
人口と世帯 

6 月30日現在（）内は前回比、男23, 773( -7） 女26,599(-11） 計50, 372(-18) 世帯18, 761( +4) 
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シンボルマーク 

皆
様
の
要
求
、
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
 

地
域
集
会
各
地
区
で
開
催
 

平成15年度元気なまちづくり五所川原市地域集会が、7月1日の富

士見コミユニテイセンターで開かれた南地区を皮切りに18日の小曲地

区まで市内13カ所で行われています。 

成田市長ほか岩見助役、山田収入役、原田教育長、各部長が出席し、 

各会場では道路や除排雪関係の要望や市町村合併、市のビジョンなど

多岐にわたって要望や質問が出されーつひとつに答えていました。 

市では、これらの貴重な意見、要望を市政に反映させながら元気な

まちづくりを目指します。 

〇虫おくり健康マラソン 

Cこしよがわら花菖蒲せせらぎまつり 

〇市に高額寄付・絵画寄贈 

〇紙上ギャラリー 

〇お知らせ 	 ⑥一 

〇／＼ルス・インフォメーション 
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』
辿
昌
⑨
 
 も
と
爽
快
に
 

駆
け
抜
け
る
 

虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

六
月
一
一
＋一
一
日
、絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン日
和
の
も
と
北
斗
運
動
広

場
及
び
ジ
ョギ
ン
グ
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
第
＋
四
回
虫
お
く
り
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
七
＋
三
歳
ま
での
老
若

男
女
約
八
百名
が
五
所
川
原
市
内
外
から
参
加
し
、
日
頃
鍛
え
た

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

④
茶
谷
」県
由
子
（
三
輪

小
）
 
④
高
松
 
大
地
（
五
一
 
中）
 

⑤
秋
元
 
彩
花
（三
輪
小
）
 
⑤

高
橋
 
透
 

⑥
三
上
 
桃
子
（
金

木

小
）
 

（
森
田
走ろ
う
会
）
 

【
小
学
校
五
・六
年
生
男
子
】
 
⑥
宮
西
 
友
洋
（
森
田
中
）
 

①
岩
谷
 
康
生
（南
 
小
）
 
【
4
0歳
以
上
男
子
】
 

②
マ
ロ
ン
・
ア
ジイ
ズ
・
航
太
 
①
木
村
 
司
 

（鶴
田

小
）
 

（
野
辺地
R
c
)
 

③
原
田
 
瑛
平
（
松
島

小
）
 
②
斎
藤
 
克
彦
 

④
高
橋
 
直
敬
（松
島

小
）
 

（
弘前
市
役
所
）
 

⑤
大
谷
 
昇
平
（南
 
小
）
 

Q
至
本
 
良広
 

⑥
安
田
 
直
矢
（
飯
詰
小
）
 

（
東
芝メ
デ
ィ
ァ
機
器
）
 

【
中学
校
女
子
】
 

【
高校
生
以
上
の
女
子
】
 

①
角
田
日
世
子
（五
一
 
中
）
 
①
藤
田
 
綾
子
 

②
古
川
 
裕
望
（
五
三
中

）
 

（
あ
す
なろ
走
友
会
）
 

③
木
村
 
知
美
（森
田
中
）
 
②

野
村
ゆ
か
り
 

④
松
本
 
智
恵
（五
一
 
中
）
 

（
か
ね
ひら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
 

⑤
今
 
あ
つ
み
（
金
木
南
中
）
 
③
小
山
内
志
穂
里
 

⑥
今
 
あ
ゆ
み
（
金木
南
中
）
 
【
高校
生
以
上
3
9歳
男
子
】
 

【
中学
校
男
子
】
 
①

熊
谷
 
治
人
 

①
水
口
 
孝
諭
 

（
野
辺地
R
c
)
 

（森
田
走
ろ
う
会
）
 
②
小
枝
 
晃
生
（
陸自
青
森
）
 

②
原
田
 
章
央
（
五
一
中
）
 
③

高
島
 
克
己
 

③
外
崎
 
伊
織
（
三
好
中

）
 

屋
根
の
葺
き
替
え
奉
仕
 

県
板
金
組
合
青
年
部
会
西北
五
支
部
 

七
月
六
日
、
青
森
県
板
金
工
業
組
合

青
年
部
会
西
北
五
支
部
の
十
五
名
が
菊

ケ
丘
運
動
公
園
の
公
衆
ト
イ
レ
屋
根
の

吹
替
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
 

青
年
部
会
西
北
五
支
部
長
の
山
田
真

一
さ
ん
は
、「皆
さ
ん
に
公
共
施
設
を
少

し
で
も
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
毎
年
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

作
業
の
後
、
感
謝
の
声
を
い
た
だ
く
と

と
て
も
嬉
し
い
ん
で
す
。
今
後
も
続
け

て
行
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

六
月
三
十
日
、
五
所
川
原
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
三
選
手
（
茶
谷
員
由子
さ
ん

・

三
輪
小
六
年
、
吉
岡
佐
希
子
さ
ん
・
中

央
小
五
年
、
古
川
紗
妃
さ
ん
・
一
二
輪
小

三
年
）
と
古
川
昭
次
監
督
ら
が
成
田
市

長
を
表
敬
訪
問
し
、
第
三
回
青
森
県
小

学
生
ク
ラ
ブ
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
小
学
生
女
子
の
部
で
優
勝
し
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。三
人
と
も
「バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
大
好
き
0
中
学
生
に
な

っ
て
も
続
け
、も
っ
と
強
く
な
り
た
い
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

【
小学
校
一
・
一一
年
生女
子
】
 

①
福
井
 
伶
美

（
鶴
田
小
）
 

②
小
田
桐
未
佳

（南
 
小
）
 

③
和
島
野
乃
香

（
飯
詰

小
）
 

④
小
川
 
敦
子
（
大
野

小
）
 

⑤
今
 

杏
里

（飯
詰
小
）
 

⑥
野
宮
 
綾
華
（
飯
詰
小
）
 

【小
学
校
一
・
ニ
年
生
男
子
】
 

①
渋
谷
 
貴
嗣

（栄
 

小
）
 

②
古
川
 
雄
哉
（毘
沙
門
小
）
 

③
伏
見
 
有
史
（
中
里
小
）
 

④
工
藤
 
和
樹

（
南
 
小
）
 

⑤
今
 
謙
太
朗

（
飯
詰
小
）
 

⑥
高
橋
 
一
希

（
松
島
小
）
 

【
小
学校
三
・
四
年
生
女
子
】
 

①
今
 

理
穂

一
鳴
沢
小
）
 

②
阿
彦
ひ
か
り

（
栄
 
小
）
 

③
工
藤
 
春佳
（
五
 
小
）
 

④
柴
谷
 
陽
乃

（
一
野坪
小
）
 

⑤
山
田
 
祐実
（
五
 
小
）
 

⑥
工
藤
ひ
か
り

（
藻
川
小
）
 

【
小
学校
三
・
四
年
生
男
子
】
 

①
今
 

一
樹
（
嘉
瀬
小
）
 

②
勝
倉
 
悠
太

（
三
内
西
小
）
 

③
成
田
 
力
也

（
森
田
小
）
 

④
草
創
新
太
郎

（
三
輪
小
）
 

⑤
神
 
航
大

（
鳴
沢
小
）
 

⑥
其
田
 
将吾
（
飯
詰
小
）
 

【
小
学校
五
・
六
年
生
女
子
】
 

①
一一
一浦
 
舞
子
（
飯
詰
小
）
 

②
工
藤
 
真
タ
（
南
 
小
）
 

③
秋
元
 
希
来
（
飯
詰
小
）
 

力
を
合
わ

せ
優
勝

》n
"
 

五
所
川
原
ジ
ュ
ー
ー
アク
ラ
ブ
 

ノ
×
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ノ 

肱
色
勝
や
か
関
勝
守

詩
る
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
 

「」ざ
い
ま
し
た
5
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
建
築
組
合
（
長
内
秀
五

郎
組
合
長
）
H
二
万
二
千
円
。
 

＠
五
所
川
原
市
へ
 

〇
黒
田
悦
子
画
伯
（
東
京
都
在
住
）
H
 

寄
贈
（
絵
画
「彩
壷
白
椿
」
F
6
号
）
。
 

六
月
十
四
日
、「第
二
回
一
枚
の
給
大

絵
画
展
」
が
中
三
五
所
川
原
店
で
開
催

さ
れ
た
記
念
と
し
て
本
人
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。
 

黒
田
悦
子
…
宮
城
県
生
ま
れ
。
東
京
女

子
美
術
大
学
卒
 
シ
ェル
美
術
賞
展
佳

作
賞
、
大
調
和
展
大
調
和
賞
、
武
者
小

路
賞
、
文
部
大
臣
賞
、
大
調
和
会
運
営

委
員
 

ど
つ
も
あ
り
が
と
ーつ
 

み
ん
な
集
ま
れ

ー
・
消
防
広
場
 

黒
田
悦
子
「
彩
壷
白
椿
」
 

七
月
六
日
、
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
第
八
回
「
み

ん
な
集
れ

ー
消
防
広
場
」
が
開
催
さ
れ
、
 

大
勢
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
は
し
ご
車
体
験
搭
乗
や

放
水
体
験
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

少
し
怖
が
り
な
が
ら
も
水
し
ぶ
き
に
歓

声
を
あ
げ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
救
急
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子

で
救
急
隊
や
女
性
消
防
団
員
か
ら
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
救
急
法
を
学
び
、救
急

車
が
来
る
ま
で
の
対
処
に
つ
い
て
真
剣

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
 

七
月
四
日
か
ら
六
日
e
三
日
間
、
）」
 

し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り

が
菊
ケ
丘
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
市

内
を
は
じ
め
西
北
地
域
な
ど
か
ら
集
っ

た
来
場
者
が
、
き
れ
い
に
咲
き
誇
る
花

菖
蒲
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

ま
た
、
会
場
で
は
露
店
が
出
さ
れ
た

ほ
か
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ツ
ト
、
カ
ラ
ォ
ケ
大
会
、
写
生
大
会
な

ど
も
催
さ
れ
、
西
北
五
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
に
は
百
八
十
二
名
が
参
加
し
個

人
・
団
体の
優
勝
を
め
ざ
し
て
プ
レ

ー
 

し
ま
し
た
。
 

こ
の
ま
つ
り
は
、
富
士
見
住
民
協
議

会

（
岩
田
秀雄
会
長
）
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
し
六
年
目
と
な
り
ま
す
。
岩
田

会
長
は
、「六
年
目
で
初
め
て
花
の
咲
き

始
め
と
ま
つ
り
開
催
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

地
域
内
で
の
協
力
体
制
が
整
い
、
盛
り

上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
0
私
た
ち
に

と
っ
て
決
し
て
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
」
と
想
い

を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

> 
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み
か
み
商
事
社
長
 
三
上
 

忠
孝

さ
ん
 

4
 

平成15年 7 月15日 

~一ーー 

給

画
寄
贈
 

美
術
展
示
室
に
展
示
し

て
と
 

佐
々
木
 
由
序
さ
ん
 

五所川原市芸術文化振興等基金・・・芸術文化の振興と美術品収集に要

する経費に充てるための基金です。 

五所川原市役所 公35- 2111 

「
（仮
称
）
立依
武
多
の
館
」
へ
の
美
術

品
収
集
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
み
か

み
商
事
e
三
H
忠
孝
さ
ん
が
六
月
三
十

日
、
市
役
所
を
訪
れ
五
百
万
円
寄
付
し

ま
し
た
。
 

黒
石
生
ま
れ
e
三
上
さ
ん
は
、
本
市

で
三
十
八
年
間
卸
売
り
小
売
業
を
経
営

し
て
い
ま
す
。
 

三
上
さ
ん
は
、
成
田
市
長
に
目
録
を

手
渡
し
な
が
ら
 
「
地域
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
少
し
で
も
恩
返

し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
景

気
が
悪
い
の
で
約
束
は
で
き
ま
せ
ん
が

今
後
と
も
で
き
う
る
限
り
市
に
協
力
し

た
い
」
 
と
話
して
い
ま
し
た
。
 

市
長
は
、「寄
付
金
は
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

三
H
さ
ん
は
、
昨
年
ま
で
毎
年
五
百

万
ず
つ
計
千
五
百
万
円立
侯
武
多
の
館

建
設
資
金
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。
 

「
（
仮
称）
立侵
武
多
の
館
」
の
美
術
展

示
室
に
展
示
し
て
欲
し
い
と
市
内
姥
落

の
佐
々
木
ぬ
急
さ
ん
か
ら
今
ま
で
収
集

し
た
作
品
の
中
か
ら
四
点
の
絵
画
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

佐
々
木
さ
ん
は
、「り
っ
ぱ
な
展
示
室

で
み
ん
な
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
本
県
出
身
の

奈
良
岡
正
夫
画
伯
一
点
、
本
市
名
誉
市

民
の
伊
藤
正
規
画
伯
一
点
、
新
潟
県
出

身
の
小
野
為
郎
画
伯
の
日
本
画
二
点
、
 

計
四
点
で
す
。
 

市
で
は
こ
の
四
作
品
を
来
年
開
館
予

定
の
美
術
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
予
定

で
す
。
 
 

奈
良
岡
正
夫
…
1
9
0
3
年
弘
前
市
に

生
ま
れ
る
。
4
7年
示
現
会
創
立
会
員
。
 

6
3年
日
展
会
員
。
6
5年
日
展
審
査
員
、
 

青
森
県
褒
賞
。
「ヤ
ギ
の
画
家
」
と
して

知
ら
れ
て
い
る
。
 

伊
藤
正
規

…
1
9
1
2
年
本
市
梅
田

に
生
ま
れ
る
。
5
7年
日
展
入
選
。
7
0年

日
展
特
選
。
9
5年
五
所
川
原
市
名
誉
市

民
。
明
る
く
平
明
な
風
景
を
好
む
。
 

小
野
為
郎
（1
8
9
8
、
1
9
5
1
）
・
・
・

本
名
為
吉
。
新
潟
県
村
上
市
に
生
ま
れ

る
。
父
に
彫
刻
を
学
ぶ
。
図
案

・
意
匠

な
ど
自
ら
研
究
し
各
種
観
覧
会
に
入
選

入
賞
す
る
。
 

(
 



地
方
か
ら
で
も
世
界
に
通
じ
る
 

技
術
開
発
が
で
き
る
と
証
明
 

瓦
吹

ナ
オ
ユ
キ

さ
ん
 文

化
庁
メ
デ
イ
ア
芸
術
祭
…
北
米
や
欧
州
な
ど
を
主

に
世
界
2
0カ
国
か
ら
応
募
、
大
賞
に
は

「
千
と
千
尋

の
神
隠
し
」
。創
造
性
あ
ふ
れ
る
メ
デ
ィ
ァ
芸
術
作
品

を
顕
彰
。
先
端
的
な
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を

提
供
し
国
内
の
メ
デ
ィ
ァ
芸
術
振
興
を
図
る
。
 

青
森

世
界

薪
室
大

会
 

N0お 

紙
上
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

招
待
陶
芸
家

寄

贈
作
品
 

今
年
二
月
末
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ァ
芸

術
祭
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

〔イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
部
門
〕
で

審
査
委
員
会
推
薦
作
品
に
選
出
さ
れ
た
瓦
吹
直
之
さ
ん

（
漆

川
）
臣
、
選
出
の
喜
び
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
 

達
の
道
具
を
開
発
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
更
に

発
展
し
ゲ

ー
ム
機
に
至
り
ま
し
た
。
文
化
庁
か
ら
「
審
査
委

員
会
推
薦
作
品
」
と
身
に
余
る
評
価
を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
多
額
の
技
術
開
発
費
を
持
つ
大

企
業
に
交
じ
り
個
人
と
し
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
、
大
企
業

で
な
く
て
も
、
そ
し
て
首
都
圏
で
は
な
く
一
地
方
か
ら
で
も

世
界
に
通
じ
る
（
世
界
最
小
の
T
V
ゲ

ー
ム
機
と
し
て
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
）
技
術
開
発
が
で
き
る
こ

と
を
証
明
で
き
た
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

5
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
開
発
に
携
わ
る
き
っ
か
け
は
？
 

小
学
生
の
と
き
か
ら
独
学
で
ゲ

ー
ム
機
を
作
っ
て
い
ま
し
 

5
選
出
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
作
品
の
紹
介
、
製
作
の

動
機
、
今
の
お
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

3
m
大
の
口
腔
内
T
V
ゲ

ー
ム
機
を
作
り
ま
し
た
。
口
の

中
に
入
れ
舌
で
操
作
す
る
ゲ

ー
ム
機
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
施
設
に
行
き
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
と
い
う
神
経
難
病

を
患
い
舌
し
か
動
か
せ
な
い
方
と
出
会
い
、
何
と
か
意
思
伝
 

口腔内TVゲーム機を操作する瓦吹さん。 
東京都生まれの37歳。アメリカ人を祖父にもつクォー 

ター。仕事は個人（フリー）でコンピューター半導体や
ロボット開発を行うエンジニア、その他にパソコン雑誌
にコラムを持ち、イラストレーターとしても活躍。 
mail@kawarabuki.ne.jp  

た
0
そ
れ
か
ら
こ
の
世
界
に
ど
つ

ぷ
り
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
 

5
将
来
に
つ
い
て
等
、
今
後
の
抱

負
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
 

し
 と

り
あ
え
ず
今
は
ハ
ワ
イ
大
学

と
の
共
同
研
究
に
全
て
の
力
を
注

ぎ
、
何
か
し
ら
の
形
を
残
し
た
い

で
す
ね
。
昔
か
ら
と
に
か
く
何
で

も
「
モ
ノ
を
創
る
」
こ
と
が
大
好

き
な
性
分
な
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
創
造
活
動
を
通
じ
て
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
自
分
を
表
現
し
、
 

世
界
に
羽
ば
た
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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7月31日（木）は 
固定資産税 第2期

国民健康保険税 第1期

介護保険料 第1期

の納付期限で弓0 
忘れ弓に納めましょう 

収納課 内線431 -435 
介護保険課 内線273 

音
楽
好
き
の

1
0代
な
ら
だ
れ

で
も
参

加
で
き

る
全
国
規
模
の

音
楽

イ
ベ
ン
ト

で
す
。

バ
ン
ド

は
も
ち
ろ
ん
ソ
ロ
、
弾
き
語
り
、
 

カ
ラ
ォ
ケ

等
を
対
象
に

審
査
し

ま
す
。

ま
た
、

こ
の
大
会
で

優
 貝

口
買『
胃皿
W
伶
り
忽
回
⑨③
 

津
軽
地
区
大
会
1
3時
か
ら
 

勝
す

る
と
東
北
大
会
、

そ
し

て

全
国
大
会

ま
で
い
け

ま
す
。

1
0
 

代
の
方
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
ね
。
 

参
加
資
格
…

メ
ン
バ
ー
全
員

が
1
9歳
以
下
（

1
9
8
4
年

1
 

月
1
日
以
降
）
 

オ
ル

テ
ン
シ
ア
の
舞
ム
ロ
で日

頃
の
音
楽
活

動
の
成
果
を

発
表

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

懐
か
し

の
オ
ー
ル
デ
ィ

ー
ズ

か
ら
ジ
ャ
ズ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ま
で
、
 

そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
を
代
表
す
る

曲
目
を
当
時

の
演
奏

ス
タ
イ
ル
 

主
催
 
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン

タ
ー
事
務
組
合
 

協
賛

（
財）
ヤ
マ
ハ
音
楽
振
興
会
・
 

ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
・
J
フ
ォ
 

ン
シ
ョ
ッ
プ
五
所
川
原

入
場
整
理
券
・
 

出
場
者
申
し
込
み
取
扱
所

高
校
生

の
申
し
込
み
は

オ
ル

テ

ン
シ
ア
だ
け
で
受
付
し
ま
す
。
 

〇
市
内
幾
世
森

2
4ー

1
5
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
事
務
局
 

e
(3
3)2
1
1
1
 

U
(@
)
 

T
T
 

1
5時
3
0分
か
ら
 

に
よ
っ

て
演
奏
し

て
い
た
だ

く

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
 

参
加
資
格
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
‘
 

バ
ン
ド

で
あ
れ
ば

誰
で
も

o
K
 

で
す
。
 

入
賞
者
に
は
、

賞
品
を

準
備

し
て
い
ま
す
。
 

〇
ベ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ

公
（
3
4)
8
9
92
 

〇
ラ
ブ
ポ
ー
シ
ョ
ン
 

つ

J
nくv
qv
 

容
（
3
4)2
 

〇
締
切
 
8
月
1
5日
国
 

〇
入
場
料
 
無
料
（
整
理
券
）
 

※
参
加
者
全

員
に
「

モ
バ
イ
ル

ク
リ
ー
ナ

ー
」
を
入

場
者
全

員
に
「
ス
テ
ッ

カ
ー
」
を
差
し
 

上
げ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
オ
ル

テ
ン
シ
ア
ま
で
 

オ
ル
テ
ソ
シ
ア
か
らの
お
知
ら
せ
 

幽
腸
留
園
鯛
舞
 

9
月
7
日
（
日
）編
編
シ
ァ
 
世
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8
月
1
日
か
ら
使
え
る
新
し
5
高
齢
受

給
者
証
は
7
月
下
旬
に
郵
送
で
配
布
さ

れ
ま
す
の
で
、
8
月
以
降
に
保
険
医
療

機
関
等
に
か
か
ら
れ
る
際
に
は
、
そ
ち

ら
を
使
用
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支

店
 

公
0
2
2
（
勿
）
5
0
0
3
 

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
返

済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業
や

収
入
の
減
少
な
ど
で
返
済
に
お
困
り
の

方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
返
済
方

法
の
変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

①
返
還
期
間
の
延
長
（
最
長十
五
年
）
 

②
元
金
据
置
期
間
の
設
定
（
最
長
三年
）
 

③
元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
き
下
げ

※
取
扱
期
間
は
平
成
十
六
年
三
月
末
迄
。
 

詳
細
は
住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店
、
 

ま
た
は
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
で
。
 

「創
業
・
経
営
革
新
」
や
る
気
の

あ
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
 

青
森
県
商
工
会
連
合
会
 
西
北
五
地
域
 

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
木
造
町
商
 

工
会
館
内
）
 

空

4
2)1
5
6
5
 

国
の
構
造
改
革
の
推
進
に
伴
い
、
中

小
企
業
の
活
性
化
と
新
た
な
雇
用
の
創

出
を
図
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
 

当
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
地
元
商
工
会
議

所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
新
分
野
へ
の
進
出

な
ど
創
業
及
び
経
営
革
新
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
企
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。
 

●

相
談
及
び
指
導
内
容
 

◇
開
業
予
定
者
に
は
、
開
業
準
備
の
手

順
や
ポ
イ
ン
ト
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
 

成
功
事
例
、
創
業
に
際
し
て
の
心
構
 
 

え
、
事
業
資
金
の
調
達
、
創
業
に
あ

た
っ
て
の
課
題
に
つ
い
て
相
談
及
び

指
導
し
ま
す
。
 

◇
経
営
、
金
融
、
技
術
、
情
報
化
、
マ
 

ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
経
営
革
新
を

計
画
し
て
い
る
事
業
者
に
は
、
経
営

革
新
計
画
承
認
申
請
書

（
国版

・
県

版
）
の
作
成
を
し
ま
す
。
 

◇
相
談
者
か
ら
の
指
導
依
頼
に
応
じ
て
、
 

経
営
、
技
術
、
情
報
、
法
律
、
税
務

な
ど
の
専
門
家
を
派
遣
し
て
、
必
要

と
す
る
専
門
知
識
や
技
術
等
に
関
し

無
料
で
派
遣
指
導
し
ま
す
。
 

※
相
談
及
び
指
導
に
関
し
て
は
、
コ

ー
 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
当
支
援
セ
ン
タ

ー
 

に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
 

高
齢
受
給
者
証
の
 

郵
送
更
新
に
つ
い
て
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

生
年
月
日
が
昭
和
7
年
1
0月
1
日
か

ら
昭
和
8
年
7
月
1
日
ま
で
の
国
保
加

入
者

（
た
だ
し
、老
人
保
健
加
入
者
は

除
く
）
に
配
布
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
が
7
月
 

3
1日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
 

【
 

【
 



5
5周
年
を
迎
え
た
検
察
審
査
会
 

弘
前
検
察
審
査
会
事
務
局
 

公
0
1
7
2
(
3
2)4
3
2
ー
 

サ
イ
エ
ン
ス
フ

H
A
N
O
O
3
 

・

m
A
〇
M
O
Rー

 

青
森
県

新
産
業
創
造
課
 

公

0
1
7
（
加
）9
3
7
9
 

科
学
に
興
味
が
あ
る
な
あ
5
と
思
う
人
 

科
学
っ
て
な
に
？
と
思
う
人
 

み
ん
な
集
れ

I
『
 

会
場
で
は
、
科
学
実
験
・
工
作
教
室

多
数
の
ほ
か
、
今
話
題
の
乗
り
物
「
セ

グ
ウ
ェ
イ
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
＆
試
乗
体
験
会
や
科
学
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

ご
家
族
や
友
入
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
、
 

不
思
議
な
科
学
の
世
界
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
 

●

8
月
1
6日
山
、
1
7回
 

1
0時

、
1
6時
（
二
日目
は
9
時
開
演
）
 

青
森
県
営
ス
ケ
ー
ト
場
 

◇
対
象
 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
 

も
参
加
で
き
ま
す
。
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

水
と

緑
の
教
室
 

青
森
県
林
政
課
企
画
・
普
及
グル
ー
プ
 

公
 

0
1
7
(
m)
95
0
7
 

F
A
X
O
l
7
(m
)
81
4
5
 

森
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
 

枝
打
ち
な
ど
の
林
業
体
験
や
、
シ
ジ
I
I
、
 

採
り
、
ヤ
マ
メ
の
放
流
な
ど
の
体
験
を

通
じ
、
見
て
さ
わ
っ
て
味
わ
っ
て
学
ぶ
 

「水
と
緑
の
教
室
」
を
、県
内
3
コ

ー
ス

で
開
催
し
ま
す
。
 

9
月
6
日
田
下
北
コ
ー
ス
（
川
内
町
）
 

9
月
2
0日
田
県
南
コ
ー
ス
（
七
戸
町
、
 

小
川
原
湖
）
 

9
月
2
7日
田
津
軽
コ

ー
ス
（
市
浦
村
、
 

十
三
湖
）
 

バ
ス
の
発
着
場
所
 

下
北
コ
ー
ス
…
平
内
町
か
ら
 

県
南
コ
ー
ス
…
青
森
市
、
八
戸
市
、
 

十
和
田
市
か
ら
 

津
軽
コ
ー
ス
…
青
森
市
、
弘
前
市
、
 

五
所
川
原
市
、
黒
石
市
か
ら
 

◇
対
象
 
小
学
校
高
学
年
児
童
及
び
小
 

学
校
教
諭
 

◇
参
加
費
 
無
料

（
昼
食持
参
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
8
日
園
 

※
体
験
学
習
の
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
 

詳
細
に
つ
い
て
は
県
林
政
課
ま
で
。
 

第
3
回
 

フ
ァ

ッ
シ
ョ

ン
甲
子
園
開

催
 

青
森
県
文
化
・
ス
ポ
ー
ッ
振
興
課

公
0
1
7
（
川
）
9
2
0
7
 

ht
tpミ
w
w
w争
ko
s
h
i
e
n・c
o
m
 

全
国
か
ら
集
っ
た
高
校
生
た
ち
が
、
 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
日
本
一
を
か

け
最
終
審
査
会
に
臨
み
ま
す
。
会
場
前

で
は
、
中
高
生
の
来
場
者
を
対
象
に
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
同
時
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
9
日
田
 

開
場
1
2時
3
0分
、
審
査
会
1
3時
開
始
 

（
同
時
開
催イ
ベ
ン
ト
1
0時
開
始
）
 

青
森
県
武
道
館
 

（
弘前
市
運
動
公
園
内
）
 

◇
入
場
料
 
無
料

（
来
場
者
に
プレ
ゼ

ン
ト
あ
り
）
 

◇
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
 
フ
リ
ー
マ

ー
 

ケ
ツ
ト
／
来
場
者
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト

（
エ
ン
トリ
ー
受
付
1
0時
 

、
1
1時
）
ほ
か
 

今
年
は
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ

て
5
5周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
交
通
事
故

な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官

が
事
故
の
加
害
者
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
（不
起
訴
処
分
）
。こ
の
よ
う
な
 

内線 312・313 
五所川原市は昭和59年4月以来、公共下水

道（汚水）の整備済地区を順次供用開始して

いますが、今後5カ年（平成15年4月～平成 

20年3月）での整備予定は下記の破線で囲ま

れた区域内を計画しております。 

皆様のお近くを工事の際はご不便をお掛け

いたしますが、快適な生活をめざして鋭意努

力して参ります。 

なお、工事は5カ年の年次計画となります

ので、各年度毎に施工箇所の地域の皆様には、 

担当がご説明に伺う予定となっておりますので、 

ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。 

場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
善
し
あ

し
を
審
査
す
る
、
そ
れ
が
検
察
審
査
会

制
度
で
す
。
詳
し
く
は
当
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

り
ん
こ
適
正
着
果
量
確
保

推
進
運
動
展
開
中
H
】
 

北
地
方
り
ん
ご
適
正
着
果
量
確
保
推
進
 

運
動
指
導
チ
ー
ム
（
北地
方
農
林
水
産
 

事
務
所
）
 

貧
翌

2
1
1
1
 

近
年
、
本
県
の
り
ん
ご
は
成
ら
せ
す

ぎ
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
成
ら
せ

す
ぎ
の
り
ん
ご
は
、
玉
が
小
さ
く
、
色

も
悪
く
、
味
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

県
で
は
市
町
村
・
関
係
団
体
と
一
体

と
な
っ
て
「
り
ん
ご
適
正
着
果
量
確
保

推
進
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
適

正
着
果
に
よ
る
高
品
質
り
ん
ご
の
生
産

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

◇
適
正
着
果
量
確
保
推
進
期
間
（
5
月
 

5
7
月
中
旬
）
 
粗
摘
果
時
の
早
期

摘
果
と
仕
上
げ
摘
果
ま
で
に
適
正
着

果
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

◇
適
正
着
果
見
直
し
強
化
期
間
（
7
月
 

2
5日
5
8
月
1
2日
）
サ
ビ
果
・
障
害

果
を
中
心
に
摘
果
を
す
す
め
、
標
準

的
な
着
果
を
目
安
に
適
正
着
果
へ
の

見
直
し
摘
果
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

◇
樹
上
選
果
推
進
期
間
（
8
月
下
旬
5
 

収
穫
期
）
「加
工
仕
向
け
は
、
ほ
場
で

選
果
」
を
目
的
に
、
収
穫
期
ま
で
手

直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
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第
8
回
五
所
川
原
フ
レ
ッシ
ュ
 

コ
ン
サ
ー
ト
 

公
（5
7)
3
1
4
3
 
塚
本
 

単
衣
の
会
（
ゆ
かた
ざ
ら
い）
 

を
開
催
し
ま
す
 

彩
扇
会
（藤
間
流
）
 

公
（3
5)6
4
8
3
 
長
内
 

※
協
会
開
催
の
各
技
能
講
習
希
望

の
出
稼
労
働
者
は
、
各
定
員
2
0名
ま

で
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定

所
窓
口
①
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

公
（3
4)
31
7
1
 J

 

「
鯵
ケ沢
会
」
会
員
募
集
中
 

事
務
局
 
か

（3
4)
6
81
2
 北
浦
 

地
域
の
音
楽
文
化
向
上
の
た
め
、
西

北
五
地
域
出
身
の
音
大
生
と
実
社
会
で

活
躍
中
の
県
内
出
身
音
楽
家
を
ゲ
ス
ト

に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
 

●

8
月
3
日
回
 
1
4時

、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
主
な
出
演
者
 
小
渡
恵
利
子

（
ソ
プ

ラ
ノ
）
、櫛
引
里
子
（
ピ
ア
ノ
）
、派
谷

恭
子

（
ヴ
ァイ
オ
リ
ン
）
、津
島
早
紀
 

（
ピア
ノ
）
、櫛
引
咲
子

（
ピア
ノ
）
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
 
エ
ル
ム
の
街
s
c
案
内

カ
ウ
ン
タ
ー
 
費

3
3)4
0
0
0
 

立
侵
武
多
を
世
界
に
 

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ニ
フイ
ブ
中
継
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学校
 

公
（3
7)
3
2
0
ー
 

「立
俵
武
多
」
運
行
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
生
中
継
い
た
し
ま
す
。
 

●

8
月
4
日
囲

、
8
日
国
1
9時

、
2
1時

◇
U
R
L
 

「
《tp
】
『lw
w
w

・ta
c
hl
I
nep
u
8・c
o
m」
iv
e『
 

g
ミ

w
w
w
g
oc
c一o
rJ
p』l
ve『
 

h
t
tP
】
『lw
w
w

・a
o
mo
r
iIP
c'
a
c」つ
『ta
F
htm
 

※
悪
天
候
等
で
祭
り
中
止
の
場
合
は
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。
 

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル

※
事
前
申
込
不
要
。
 

「五
所
川
原
ウ
ォー
ク
 

ス
イ
ミ
ン
グの
参
会
員

募
集
 

公
（3
5)6
1
3
7
 
八
木
橋
 

容
（3
4)2
7
1
2
 
平
 
川
 

水
の
中
で
の
運
動
は
膝
や
腰
に
負
担

が
か
か
ら
ず
、
楽
し
く
全
身
運
動
が
で

き
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
感

じ
る
方
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
等
が
気

に
な
っ
て
い
る
方
、
 「き
れ
い
に
痩
せ

た
い
」
 
とお
考
え
の
方
、
会
員
に
な
っ

て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ユ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
 

●

毎
週
水
曜
日
 
1
1時

、
1
2時

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
ウ
イ
ン
グ
 

(9
月
ま
で
、
1
0月
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ

ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
の
予
定
）
 

※
会
費
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
 

各
種
技
能
講
習
会
の
お
知
ら
せ
 

北
五
建
設
会
館
 

公
（3
5)
2
4
3
8
 

⑨
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

◇
8
月
7
日
5
8
日

一2
日
間
」
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)6
3
3
6
 

＠
玉
掛
 

◇
8
月
1
9日
5
2
1日

（3
日
間
）
 

9
時

、
1
7時
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8才
以
上
の
者

（
女
 

性
の
方
歓
迎
し
ま
す
。）
 

◇
締
切
 
8
月
1
2日
か
定
員
6
0名
に
達
 

し
次
第
締
切
 

⑨
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
 

◇
8
月
2
6日

、
2
8日

（3
日
間
）
 

9
時

、
1
7時
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8才
以
上
の
者
（
女
 

性
の
方
歓
迎
し
ま
す
。）
 

◇
締
切
 
8
月
2
0日
か
定
員
6
0名
に
達
 

し
次
第
締
切
 

⑥
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
 

◇
9
月
1
日
s
5
日

（5
日
間
）
 

9
時

、
1
7時
 

（
た
だ
し
、大
型
特
殊
免
許
所
有
者
は
、
 

2
日
間
の
受
講
で
す
。）
 

◇
受
講
資
格
 
大
型
特
殊
、
大
型
・
普

通
自
動
車
免
許
所
有
者
（
女
性
の
方

歓
迎
し
ま
す
。）
 

◇
締
切
 
8
月
2
5日
か
定
員
6
0名
に
達

し
次
第
締
切
 

＊
受
講
会
場
等
、
詳
し
く
は
西
北
労
働

基
準
協
会
ま
で
。
 

L
 

一I
I齢者
や
障
害
者
の
た
め

の
立
侵
武
多観
覧
（
見物
）
 

を
支
援
し
ま
す
 

N
P
O法
人
ご
し
ょが
わ
ら
恵
鈴
会

公
・
F
AX
（
翌
1
1
2
7
 

立
侵
武
多
の
勇
壮
な
姿
を
お
近
く
で

見
た
い
高
齢
者
や
障
害
者
の
み
な
さ
ん

の
観
覧
の
支
援
を
し
ま
す
。
 

●

8
月
6
日
困
 
1
8時

、
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
前

◇
支
援
対
象
者
（
1
0名
）
 
一
人暮
ら
し
 

e
高
齢
者
や
障
害
者
で
、
主
治
医
か

ら
許
可
さ
れ
た
方
。
 

◇
支
援
内
容
 
見
物
及
び
自
宅
ま
で
の

送
迎
（
た
だ
し
、
移
送
タ
ク
シ
ー
を

ご
利
用
の
方
は
実
費
）
。
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
ま
た
は
F
A
X
に

て
7
月
2
5日
国
ま
で
 

第
4
2回
か
ん
ぽ
作
文
 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中
 

五
所
川
原
郵
便
局
 
貯
金
保
険
課
 

公
（
3
4)
3
2
0
3
 

小
・
中
学
校
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
思

う
ま
ま
を
作
文
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

優
秀
作
品
に
各
賞
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
 

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。
 

＠
テ
ー
マ
（
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
ー
つ
）
 

【
課
題】
簡
易
保
険
や
生
命
保
険
に
関

係
が
あ
る
も
の
（
家
族
、
い
の
ち
、
 

助
け
合
い
の
心
な
ど
）
 

百
由
題
】
日
ご
ろ
、
考
え
て
い
る
こ

と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た

こ
と
な
ど
 

⑥
応
募
資
格
 
小
学
5
、
6
年
生
及
び

中
学
1
、
3
年
生
 

⑨
応
募
締
切
 
9
月
8
日
囲
ま
で
 

※
詳
し

く
は

五
所

川
原
郵
局
ま
で
、

ま

た
は
か
ん
ぽ

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
 

ht
tP・
喬
pョ
つ
o・g
o・
」
つ
ま
で
。
 

鯵
ケ
沢
町
出
身
で
、
五
所
川
原
市
在

住
者
に
よ
る
 
「鯵
ケ
沢
会
」
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

6
月
7
日
の
「
鯵
ケ
沢
会
親
睦
の
集
い
」
 

に
は
、大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
き
、ゲ
ー
ム
、
 

カ
ラ
オ
ケ
、
旧
交
談
議
等
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
c
 
会
長
 
富
田
重
照
 

mぎ
凱
仁
汚
訴
」
闘
「
）泥
汰
移
ソ」
 

ゆ
か
た
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
彩
 

9
時

、
1
7時
 

扇
会
の
会
員
が
お
揃
い
の
ゆ
か
た
で
古
 

◇
定
員
 
6
0名
 

典
・
新
舞
踊
を
踊
り
ま
す
。
皆
さ
ま
お
 
◇
締

切
 
受
講
開
始
日
の
7
日
前
ま
で
 

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 
＊
受
講
会
場
等
、
詳
し
く
は
北
五
建
設
 

●

7
月
2
5日
国
 
1
2時

、
 

会
館
ま
で
。
 

r
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☆試験案内及び受験申込書 

平成15年7月15日（火）から人事課で配布します。 

☆受付期間 平成15年8月1日（金）～平成15年8月25日（月） 

☆試験に関する問い合わせ及び申し込み 

市役所人事課 0173-35-2111（内線411・ 412) 

職 	種 受 	験 	資 	格 試験の日時・場所・内容 

上級ー般事務 

昭和49年4月2日以降に生まれた者で、活字印刷文
による出題に対応できる、大学若しくは大学院を卒業
した者又は平成16年3月に卒業見込みの者 

第1次試験 
☆日時 9月21日（日）午前9時
☆場所 五所川原市中央公民館
☆内容 
①教養試験 ②事務適性検査
③―般性格診断検査 ④専門試
験（上級一般事務のみ） 
第2次試験 
☆日時 	10月26日（日）（予定） 
☆場所 五所川原市中央公民館
☆内容 ①面接試験 

②作文試験 
③身体検査 

中級一般事務 

昭和51年4月2日から昭和59

大学を卒業した者又は平成16

業見込みの者を除く） 

れた者で、活字印刷文による出題に対応できる、短期

学若しくは大学院を卒業した者又は平成16 

年4月1日までに生ま

年3月に卒業見込みの者（大 
年3月に卒 

初級一般事務 

昭和55年4月2日から昭和61年4月1日までに生ま
れた者で、活字印刷文による出題に対応できる、高等
学校を卒業した者又は平成16年3月に卒業見込みの者（短
期大学、大学若しくは大学院を卒業した者又は平成16 
年3月に卒業見込みの者を除く） 

採用予定人員 

上級・中級・初級一般事務 

4人程度 

、、☆受験申込用紙 
I 平成15年7月15日（火）から消防本部総務課で配布します。 
. ☆受付期間 

平成15年8月1日（金）～平成15年8月25日（月） 
‘☆試験に関する問い合わせ及び申し込み 
．ノ 消防本部総務課 TEL 0173-35-2019（内線22・ 23) 

試験職種 採用予定人員 受 	験 	資 	格 試験の日時・場所・内容 

(1）昭和48年4月2日から昭和61年4月1日ま 第1次試験 
でに生まれた者 ☆日時 	9月21日（日）午前9時 

(2）高等学校を卒業した者又は平成16年3月に ☆場所 五所川原中央小学校 
卒業見込みの者 ☆内容 ①教養試験 

(3）採用後、五所川原市に居住できる者 ②消防適性検査 

消防職 3人程度 
(4）身体が健全であること ③体力測定 
(5）両目とも裸眼で視力0.3以上、色覚が正常で 第2次試験 

あること ☆日時 	10月19日（日）（予定） 
(6）自動車運転免許の普通免許を所持している者 ☆場所 五所川原市役所 

で採用後、大型免許を取得可能な者（ただし、 北棟5階 
平成16年3月に高等学校卒業見込の者は、 ☆内容 ①面接試験 
採用後1年以内に普通免許取得見込の者） ②作文試験 

青森県人事委員会及び青森県警察本部では、警察官 

B、警察事務職の採用試験を行います。 

◇受付期間 

8月11日（月）~9月5日（金） 

◇第一次試験 9月28日（日） 

青森市（県立青森戸山高等学校） 

弘前市（県立弘前高等学校） 

ハ戸市（県立ハ戸工業高等学校） 

◇採用予定人員 

警察官B 男性 16人程度 

女性 2人程度 

警察事務職 	11人程度

◇受験資格 

警察官B…昭和49年4月2日から昭和61年4月1 
日までに生まれた者。ただし、大学卒業者及び卒

業見込み者を除く。 

警察事務職…昭和57年4月2日から昭和61年4月 
1日までに生まれた者。 

~ 匿翼鼠驚鷲讐採用 
, 	t＝市1；」111「三 1 ’・i=‘」え1主k封」5ョョl  IlElョりFl乙1〒1 

I ど義乞ョ巨」巨jロ言，祭手1労胴対紫「用  I 
I 

、亀．主1-lflhr=1 iA1 	」cjョ (?1V11,c1 ノ 
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夏の交通安全県民運動実施 

7月21日（日）-31日（木）までの11日間 

運動の重点 

1 子どもの交通事故防止 

2 飲酒運転の根絶 

3 シートペルトとチャイルドシートの
着用の徹底 

タ暮れは早めにライトを点けましよう 

五所n源市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

V 

五所川原消防署管内6月の火災、救急、救助出動件数（単位】件） 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累計 月 別 累計 月 別 累討 

平成15年 1 13 109 710 1 11 
平成14年 2 20 94 661 2 12 
比 	較 z 	1 ご、7 15 49 △ 1 △ 1 

平成14年度統ー標語 

消す心 li●いてください 火のそばに 

間合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部 ft35-201  9 （内線23) 

   

 

男女共同参画室より 内線462 

三ニイソフォメーショソ No.1 2 FAX: 35-3617 
E-mail:goshogawara42@net.pref.aomori.jp  

来年春、『（仮称）立倭武多の館』が完成し、中心商店街は大きな変貌をとげようとしています。その街

は、私たちが「こうなったらいいなあ～」という夢の街になってほしいと思いませんか？ 

県景観アドバイザーの田中一博氏による景観や町づくりに関する講演を聞くと、そのヒントがつかめる

かもしれません。そして、あなたの考える夢の街を教えてください。 

◆テーマ 「私たちでつくろう ーこのまち・あの町・夢の街 」 	 ノ彦影三二こ二 
A 一一 一 一 ． 	．一 	 房ノ形ジ’、ーニコ二ニユ》 
◆講 師 田中一博氏 	 に＝＞房グ ーーー 

（ランドスケーブアーキテクト、青森県景観アドバイザー） 

◆日 時 7月26日（土） 13時～15時30分

◆場 所 中央公民館 2階第3会議室 加 

一
 

I りノへ、 
I 	、 

   

   

福潟た会有科観覧席券を 
販売レています 

五所川原商工会議所 TEL (35) 2121 

今年も夏祭りの前夜祭として花火大会を開催し

ます。一番良く見える有料観覧席券を販売してい

ます。当日会場でも購入できますが、混雑します

ので事前に当会議所でお買い求めることをお勧め

します。 

◇花火大会 8月3日（日）19時30分～ 

北斗グラウンド 

◇有料席券 1 人 300円（中学生以上） 

はるにね団地宅地分譲募集 
建築住宅課 内線330 

県住宅供給公社住宅部住宅企画課 TEL 017 (723) 1627 

青森県住宅供給公社では、次のとおり平成15年 

度の宅地分譲について募集しています。 

◇現地案内会 7月20日（日）10時～16時 

団 地 名 はるにれ住宅団地 

分譲区画数 116 
敷 地 面 積 221mz(66.8坪),.,401mz(1211 4f) 
敷 地 価 格 759万円～1,378万円 

区画決定方法 先着順 

受 付 期 限 平成16年3月31日 

受 付 場 所 五所』原市建築住宅課、または青森県住宅供給公社住宅部住宅企画課 
ノ×  

.hシいIり六、Fゴモニョ1;17 青森県信用保証協会 
I価三＝、冴グとコE；ョJ包, 五所川原支所 TEL(35)41 21 
中小企業者の事業資金にかかる借入を円滑にするため、次

の特別補償制度を実施しています。地元中小企業者のこ利用 

しやすい制度として、きめ細かな対応をしていくことになっ

ていますので、大いにこ利用ください。 

項 	目 簡易小ロ資金 近代化資金 

保証金額 1 ,000万円 2,000万円 

期 	間 
運転 7年以内（措置6力月以内） 
設備 7年以内（措置1年以内） 

運転 10年以内（措置6力月以内） 

設備 10年以内（措置1年以内） 

貸付利率 3.5％以内 38％以内 

保証料 年率1.2％以内 年率1 .2％以内 

おなかの赤ちゃんと楽しむ h事虜ク百クIL-主田 吠1宮白つ。Q 
望雲,_, 'J_,IIJ 篇孟Iし、ー”’レ～ 健康福祉課 内線238 
マタニティ教室 
妊婦さんはもちろん、こ家族の方、興味のある方どなたでも 

大歓迎。皆さんで楽しい時間を過こしてみませんか。参加無料。 

日時…7月31日（木）18時30分～20時 

場所・・・働く婦人の家・保健センター 

内容・・・赤ちゃんをおふろに入れてみよう ～簡単にできる 

おふろの入れ方体験～＊その他、育児の情報が満載 

講師…福士助産所 所長 福士レイ子先生 

申込方法…開催日2日前までに電話申込み 

＊お子様づれの方に託児室を準備しています。 

五所川原市役所 ft35一 2111 
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年』回 は、結核健診を受 けま 【鬼う 家庭でできる 禽中 
健康福祉課 内線234・236 

〈対 象〉16歳以上の市民 

〈実施方法〉胸部レントゲン撮影です。 

希望される方は、直接下記の実施場所に 

お越しください。 

所要時間は、1 -2分程度です。 

〈料 金〉無 料 

※注 意 市民総合健診でこれから肺がん検診を受

診予定の方、また、すでに受診された方

は、受けることができません。 

健診 日 実 施 場 所 実施時間 

7月28日（月） 

福山コミュ二テイ消防セン夕―前 10:25H0:40 

野里集会所前 1O:55H 1:10 

浅井「民宿どんどん」前 11 :25'-1 1:40 

しきしまコミュニテイセン夕―前 1 3:QQ- 13:30 

7月29日（火） 

松島会館前 9:2Q- 9:35 

農村婦人の家前（小曲） 9:50H 0:05 

コミュ二テイセン夕一飯詰前 10:25H0:40 

老人福祉セン夕―前 10:55'-1 1:40 

特別養護老人ホ一ム「青山荘」前 13:30H4:00 

7月30日（水） 

水野尾コミュニテイ消防センタ 前 9:45'-10:QQ 

姥落集会所前 10:20H0:35 

コミュ二テイセン夕一栄前 1O:45H 1:15 

藻井口ミュニテイ消防セン夕ー前 11 :4Q--12:QQ 

7月31日（木） 働く婦人の家・保健センタ 前 13:OOH 3:15 

8月1日（金） 

毘沙門「白川商店」前 9:25'- 	9:40 

桜田集会所前 9:55~10:10 

コミュ二テイセン夕一中川 前 10:20H0:35 

（株）東北冷暖設備工業前 10:55H 1:05 

健康福祉課 内線236 

夏に集中して起きていた食中毒が、最近では―年

を通して見られ、原因になる食品も生ものだけでなく、 

加工品にも食中毒を起こす可能性があります。そし

て集団でかかるより散発的に起きる傾向になってい

ます。 

見た目の「きれいさ」よりも「衛生的」であるこ

とが大切です。ー人ー人が食中毒から身を守る方法

を知り実践しましよう。 

①買物する時は新鮮なものをえらぶ。 

②保存する必要のあるものは、家に帰ったらすぐ冷

凍冷蔵に。詰すぎず7割程度に。 

③調理する時は 

・何はともあれ手洗いを、周りのごみは捨ててから。 

‘包丁、まな板，スポンジ、たわし等器具は使った

後すぐ洗剤と流水で洗う。更に熱湯をかけると

効果的。 

・凍結している食品を室温で解凍するのは危険。 

冷蔵庫か電子レンジで解凍。 

・調理前、調理後の食品は室温に長く放置しない。 

菌によつては室温だと15分～20分で2倍に増え

る。 

④食卓につく前にまず手洗いを、もりつけは清潔な

手と器具で。 

⑤食物が余った時、時間がたったと思ったら、思い

切って捨てる。温め直す時は、75度C以上を目安

に加熱する。 

【食中毒予防のボイント】 	 一“ 
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「坤球にやγしい 

！コ・ケ・ノキング③」 

五所川原市食生活改善推進員会 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 
コミュニテイハウス原子 7 月23日（加 12 : 00 ~ 13 】 00 
南新集会所 7 月23日困 12 :30 -13 :30 
十川町集会所 7 月25日圃 13 :00 -14 :00 
しきしまコミュニテイセンター 7 月28日（月） 13 :00 -15 :00 
小曲農村婦人の家 7 月29日因 10 :00 -12 :00 
高野文化センター 7 月29日因 10 :00 -12 :00 
コミュニテイセンター飯詰 7 月29日（刃 10 :30 ----12 :00 
姥落集会所 7 月30日困 10 :30 -12 :00 
藻川消防センター 7 月30日（加 11 :00 -12 :30 
豊成公民館 7 月30日困 13 :00 -14 :00 
コミュニテイセンター中川 8 月 1日金 10 :30 -12 :00 
戸沢公民館 8 月 1日園 10 :30 -12 :00 

すくすく健診 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間・・・12時15分から12時30分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 

健 	診 

平成15年 

3 月生まれ 

平成15年 

8 月 5 日 

因 

小児科診察、身体計測、神
経芽細胞腫検査セット配布、 
離乳食試食、発達相談、育
児情報交換等 

1 	歳 

6 カ月児 

健 	診 

平成14年 

2 月生まれ 

平成15年 

8 月26日 

因 

科
報
 
歯
身
 
科
体
 
診
計
 
察
激
 
歯
発
 
科

達
 
保
相
 

小
健
談
 
児

指
等
  

3 歳児 

健 	診 

平成12年 

4 月生まれ 

平成15年 

8 月28日 

困 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計
測、尿検査、視聴覚検査、 
発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 
，この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 

もご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所…働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

8 月 6 日困 
・各月齢での成長、 

8 月20日困 10 :00-12 :00 発達、育児、遊び、 

栄養（離乳食等） 
※2O日の午後は電話予約 13 :00-15 :00 相談 

となっていますn ・子育て等の情報交換 

献血の ご案内 
期 日 時 	間 場 	 所 

8 月 4 日（月） 9:30-14:30 
成分献皿】働く婦人の家‘保健センター 

ご希望の方は，明30H嫌で健康福祉
課へご連絡くださいっ 

完熟トマトのム 、  のム ス I  

●材 料て珂 

・完熟トマト 	4 個 	 1 人分 4lkca ~ 
・粉ゼラチン 	大さじ1 
・牛乳 	90cc 
・オレンジ風味の洋酒（ホワイト）、またはブランデー適量 

【作り方】 

① トマトは上部1/4 で切り、スプーンで中身をくり抜き、 

万能こし器でこして約300ccの汁 をとる。 

②中身をくり抜いたトマトは、キッチンペーパーの上に

ふせて軽く水気をきる。 

③耐熱容器に水大さじ 4 を入れ、ゼラチンを振り入れて

約 5 分しとらせ、電子レンジで約30秒加熱して溶かす。 

④①の汁に③を加えてボウルに移し、氷水に当てながら

とろみがつくまで混ぜ、牛乳と洋酒を加えて混ぜる。 

②に詰める。 

⑤バットに塩（分量外）をふり、その上に④をのせて安定

させ、冷蔵庫で冷やし固める。4 等分に切り分ける。 

トマトがたくさんあって食べきれ芯い・…・・そん葛

とき、せひおためしください0 完熟トマトのさっ

ばりとした甘さを生かしたジューシーて‘おしゆれ

な低力ロリーおゆつでうo 

7月25日（金）'26日（土）9時30分～ 市働く婦

人の家・保健センターにて開催。どちらかにお申込

みください。子どもだけの参加もできます。 

炊き込みチキンライス、ピザ風春巻き、コーンサ

ラダ、卵スープをつくります。（料金は無料） 

申込み・問い合わせは三森まで。 e35-4593 

~S薫頑ば』】撃』曹-.~  
月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話  

7 月20日 日
  

瀬川内科クリニック 
五所川原市
松島町1-79 33-0202 

7 月21日 月
一
 

増田病院 
五所川原市
新町41 34-2727 

7 月27日 日
  

中村整形外科医院 
五所川原市 
一ッ谷508- 12 34-0123 

?fl．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介廿34-4999）で紹介します。 

ス  

」

一
 

1 人分 4lkcaI 
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